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�
日　程�
時　　間�
テ 　―　マ�
�
�
10月


10日（日）�
13:00～17:30�
初日も２日目も、私自身が考えていることを講義として提示しつつ、提出していただいたケースを織りまぜながら進めてゆきたいと考えています。�
�
�
10月


11日（月）


（祝日）�
 9:00～12:00�
同　上�
�
�
�
12:00～13:00�
昼　食（各自でおとりください）�
�
�
�
13:00～16:00�
事例検討・講義ほか�
�
講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。（HPの申込書欄から取りだせます）


要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





心理臨床講座6








心理臨床や教育現場では、現在なお『発達障碍』に関する問題が大きなウエイトを占めています。相変わらず、ちょっと人と違う傾向のある子どもがいると『発達障碍をもつ子ども』と捉え、その問題を改善させる、もしくは矯正させるという方向性の支援がなされています。しかしこのような見方はあまりに一方的で、関係性という視点が欠如しており、かつ人間の発達についての誤解があるように思います。


私はそこに、敗戦後の社会の急速な変化の影響があると考えています。人々は自分たちが「ふつう」だと思う（しかも、それはそれぞれの個々人がふつうだと思う、その総体）ことから人がはみ出すと逸脱と捉え、あるべき正しい方向へと修正させようとします。汐見（2010）は時代の変化に伴い、今わが国では、子どもは非効率でたわけた存在として、おとなから忌避されるようになっていると指摘し、子どもへのおとなのまなざしを転換する努力が、おとなの側に必要であると語っています。私も同感です。社会の側に、人々が自由に自分らしさを伸ばし育てていくことを許容するゆとりがないのですが、そのような理解はほとんどなされておらず、一方的に子どもを変えるために躍起になっています。もちろん子どもの側にも抱えている問題はあるのですが、この社会の側の見方をきちんと私たちが捉え直す必要があるのではないかと思っています。つまり私は、発達障碍をつくりだしているわが国のひとつの要因として、このような社会の側の見方も大きく関係しており、社会の側の見方がかわれば、子どもを別の見方でみることができ、子どもはずっと生きやすくなると思っています。このような視点から現代の発達障碍やひきこもりの問題など、子どもたちの心理的問題を捉えてみたいと考えます。そこで今年はこのような話を導入として、例年どおり、実際の事例を一緒に考えていくなかで、私たち心理臨床家にできることについて理解を深めてゆきたいと考えています。事例の年齢・内容は問いません。　　　　　　　　　　田中　千穂子





期　日  ：２０10年 １0月 10日（日）～11日（月・祝日）


対　象  ：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に


関わる専門家、および指定大学院（臨床心理士資格認定協会）の院生


なお、事例を提出した方を優先させていただきます　（事例提出不可の方は、定員に


余裕がある場合先着順に受付け、余裕がある場合受講可否の連絡をします）


定　員  ：５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　　※ 昼食は各自でお手配ください


企画講師：田中　千穂子　先生  東京大学大学院教育学研究科 教授、臨床心理士、文学博士


主　催  ：明治安田こころの健康財団


会　場  ：明治安田こころの健康財団　講義室　　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分





関係をそだてる心理臨床－子どもへのまなざしの転換を―














